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冬季暖房時における居住環境の湿度が高齢者の健康に与える影響を把握す るために,全 国6地 域の高齢者を対象 と

した暖房に関するアンケー ト調査,こ れ らの3地 域の住宅における高齢者の身体周辺温湿度実態調査,及 び,異 なる

湿度環境下の皮膚乾燥に関する実験調査を実施 した。その結果,暖 房方法時間帯の地域差,主 観的な温熱感覚に基づ

く暖房調節,環 境温湿度 と高齢者の健康 との間の関連性などが示唆された。また,身 体周辺温湿度調査の結果か ら,

身体周囲でやや乾燥 した例が見られたものの乾燥感の愁訴は少なく,加齢による感覚低下が示唆され,実 験結果か ら,

高湿度における高い皮膚水分量,男 性における大きな個人差,若 年者に比した湿度感度低下が示唆された。
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 To clarify  how humidity affects  the health conditions of the elderly in heated rooms in winter, a questionnaire was 
conducted in six districts in Japan. Representatives from three of the six districts were selected to investigate the actual conditions 
of temperature and humidity in their living environments. Humidity was experimentally adjusted to various levels and the effects 
of the changes on skin dryness assessed, with the results suggesting local differences in the methods and times of heating, heating 
adjustments according to subjective thermal sensation and relationships between environmental temperature/humidity and health 
condition. The limited complaint of dry skin evinced diminished sensation due to aging although some individuals showed slight 
skin dryness. The humidity fluctuation experiment demonstrated the following: increased skin moisture in higher humidity, 
significant individual differences among elderly males and decreased sensitivity to humidity in the elderly compared to younger 
generations.

1.は じめに

毎年,冬 季にはインフルエンザや風邪で死亡する高齢

者は多いが,そ の多 くは個人住宅で生活しているためそ

の正確な数は把握されていないが相当の数にのぼるもの

と推測される。この原因として住宅内の温熱環境,な か

でも湿度環境の問題も大きいものと推定される。 しかし

ながら,高 齢者の健康に影響する住宅内の温度環境を取

り上げた研究は多いが,湿 度環境をとりあげた研究はき

わめて少ない。1日本の木造住宅では普通高湿環境が問題

になることが多く,低 湿環境とその高齢者の健康への影

響が問題にされるようになったのはごく最近のことであ

り,暖 房器具の種類,地 域性との関連性,暖 房時におけ

る高齢者身体周囲の空気の低湿度などとの関連性が示唆

されている。本委員会の構成各員は今までに特別養護老

人ホームの温熱環境を調査 し,冬 季の低湿環境が多くの

施設で問題であり,高 齢者の皮膚の乾燥 と皮膚掻痒症も

悪化 している実態を明らかにしてきた。本研究では,調

査対象を一般住宅に広げて次のことを目的とする調査を

実施することとした。

2.目 的

高齢者の使用暖房器具 と健康状態などについてのア

ンケー ト調査 ・実態調査,並 びに,温 湿度環境と皮膚水

分量の測定などから高齢者の健康保持に関わる暖房方法

や生活の仕方を提案するための基礎資料を得る。
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3.ア ンケー ト調査

3.1は じめに

高齢者施設では,集 中暖房が行われているが,多 くの

高齢者が居住 している一般住宅においては,ほ とんどが

個別暖房である。そこで,こ こでは高齢者がどのように

暖房を行い,乾 燥感を感じとっているか,ど のような対

策をとっているかなどをアンケー ト調査 し,暖 房方法の

改善を検討する基礎資料とすることを目的とした。

最 も高層 は13階 で あった。昼夜を過 ごす部屋 が同 じで

あ る者 は,21.2%で あ り,過 ごす部屋 が昼夜別 である者

は76.4%で あ った。昼夜過 ごす部屋の 日当た りにつ いて

は悪いが6.6%と 少 な く,日 当た りに関しては問題 はな

い よ うであ る。

3.2研 究方法

調査対象の高齢者は,大 学生の祖父母,福 祉施設利用

者等に依頼し,記 入は高齢者 自身によるものとした。調

査用紙の配布 と回収は1999年11月 から2000年2月 に

全国6地 区(北海道,東 北,新 潟,関 東,中 部,関 西)で

行い,表3-1の ような有効回答(671人)を 得た。

3.3結 果 および考 察

1)属 性

年齢 と家族構成(図3-1・ 図3-2):全 体 の年齢構成は,

65歳 以 下が4.8%,65～74歳 が51.3%,75歳 以 上が

43.9%で あ った。 家族構成 をみ ると,一 人暮 らしが全体

の11.5%で あ り,関 東や北海道の対象者 に多い傾向がみ

られた。 最 も多か ったのは二 人暮 らしで あ り,全 体の

24.4%を 占 め,っ いで3人 暮 らしが15.1%で,全 体の平

均家族人数 は4.1人 で あった。

各項 目に関 して地域別 ・性別 ・年齢別 に分析 している

が,こ こでは特徴 のはっき りしている項 目のみについて

述べてい る。

日常生活(図3-3):日 常 生活 にっいては,外 出が頻繁で

ある者が48.0%,時 々外出する者が46.5%で あ り,外 出

してい る者が多い。歩行状態をみて も,普 通に歩ける者

が96.8%を 占めてお り,対 象者の 日常生活面での 自立度

が高い ことがわかる。夜間の睡眠時間については8時 間

が最 も多い。食事 の回数 については1日3回 が多 く,食

事の量については,普 通 と回答 した者が多かった。水分

摂取量については,5杯 との回答が多 く,全 体の平均 は,

5.9杯 で あった。入浴 の 自立度は高 く,冬 季 の入浴回数

は毎 日が多 く,60%近 くが入浴剤 を使用 してい る。また

身体 の洗 い方につ いては普通 が多 く,着 替 えは毎 日が

51.4%で あ り,2日 に一度が11.2%で あ り,半 数が こま

めに着替 えてい ることがわかった,

2)住 居 の状況

住 居の状 況(図3-4)を み ると,一 戸建 てが全体 の

89.1%を 占 めてい る。集合住宅は全体の10.5%で あ り,

関東,北 海道,関 西に多 い傾向がみ られ た。対象者 の生

活 して い る部 屋 につ い て は1階 が最 も多 く,全 体 の

82.4%を 占 め,つ いで2階 が13.6%,3階 が1.5%で,



3)暖 房 状況

暖房方法 ・時間(図3-5):い っ も生活 してい る部屋 の暖

房方法 は,全 体では移動式石 油 ・ガスス トーブが最 も多

く,つ いで こたつ,電 気 カーペ ッ ト,エ ア コン,FF式,

電 気 ス トーブの順 にな り,床 暖房は少な く6.0%で あ った。

昼 間生活 している部屋の暖房 方法 は,数 種類の器 具を使

用 して いる者 が多いので,表3-2の よ うに機能別 に7種

に分類 し,図3-6に 示 した。 これ を地域別にみ ると,北

海道で は分類② が多 く,湿 気のでない暖房が多 くなって

いる。東北では分類① と② が似 た値 とな り,他 地域では

③ が多 くなっている。

暖房 による温風 については半数近 くが温風が強 く出て

いると答 えているが,温 風が気 になるかど うかでは,気

になる と答 えているのは20.1%で あ った。

暖房時間(図3-7)に っ いては,全 体では,一 日中暖

房 してい るのが16.3%,朝51.1%,夕 方38.6%,夕 方

か ら寝 る前16.3%,昼13.2%で,天 気 によっての調節 は

26.8%あ っ た。地域別に見る と,北 海道 は一 目中が多 く

他 の5地 域では朝 のみが多 くなっている。温度調節の 目

安 は,自 分の感 覚です る者が76.2%を 占 め,温 度計を見

る者 は19.6%で あ り,湿 度計 を見 ると答えた者 は4.3%

しか存在せず,自 分の主観的な温熱感覚 に基づいた調節

が主であるこ とがわかる。

就 寝 時 の暖房 を して い る者 は少 な く,し な い者 が

65.3%で あ り,就 寝 中の室内暖房 は していない者が多い

こ とが分かった。 しか し,電 気毛布 の使用状況をみる と

時 々使用者を含む と58.8%が 使 用 してお り,寝 具内での

暖房 を してい ることがわかった。 地域別 に見 ると,北 海

道 と関東では電気毛布 を使用 していないが50%を 越 え

て いるが,他 の4地 域では使用 してい るが55～60%と な

っている。

部屋の温度差(図3-8):暖 房 している部屋で寒い所は

あ りますかの問いには,な い と答 えた者が46%で あ る。

寒い所がある としてい る回答の中で,寒 い所 としてあが

ってい るのは ドアや戸の近 く,窓 のそ ばが多かった。暖

房 している部屋か ら他の所へ移動 した時,温 度差が気 に

な るか どうかにっいては,温 度差 があるので気になって

い る者 が31.4%で あ った。また,温 度差があるけれ ど気

にな らないが52.4%で あ った。

4)健 康 状態

健康状態(図3-9)に 関 して風邪を引きやす いか どう

かでみる と,風 邪 を引 きやす い と答 えた者 は24.2%,皮

膚 の弱 さにつ いては弱いが11.2%,や や 弱いが19.0%で

30.2%が 皮 膚の弱 さを 自覚 していた。また,暖 房や空気

の乾燥 で気 になる病気の有無 にっいては,持 病 があると

答 えた者 が44.1%と 半数近 くあ り,そ の内容は気管支炎,

ア レル ギー,皮 膚病,喘 息な どが多 くあが っていた。



5)皮 膚乾燥感と喉の乾き,痒 みについて

対象者の皮膚の乾燥状況については,ど の季節も乾燥

しない者が38.6%,季 節に関係なく乾燥する4.8%,季 節

によって変わる56.7%で,60%以 上が乾燥すると答えてお

り,対 象者に乾燥感を感じているものが多いことが分か

った。地域別でみると関東と関西に乾燥感を感 じている

ものが多かった(図3-10)。 乾燥する季節は冬が最も多

く,全 体の80%を 占めてお り,地 域別では関東と関西が

他の地域よりも冬期に乾燥すると答えた割合が多い状態

であった。乾燥する身体の部位については,手,顔,背

中,指,す ね,頭 皮,腕 などが多く挙がっていた。

暖房中の乾燥が気になるか どうかにっいては,全 体で

40%近 くが乾燥が気になるとしており,地域別では関東 と

関西に乾燥が気になるものが多かった(図3-11)。

単独で使用 している暖房器具 と乾燥感 との関係では,

乾燥が気になるのは,床暖房やセン トラル ヒーティング,

電気ス トーブ,エ アコンに多い傾向が見られた(図3-12)。

暖房中の喉の渇きについても,渇 くと答えたものが

44%で あり,地域別では関東と北海道に喉の渇きの訴えが

多 く,他 の地域と比較して東北では少ない傾向がみられ

た(図3-13)。 また,睡 眠中の喉の渇きについても,よ

くある,時 々あるのを合わせ ると46.5%と 半数近くが睡

眠時に喉の渇きを感 じていることが分かった。それを地

域別でみると新潟 と関東に多かった。

また,皮 膚の痒みにっいては,57%と 対象者の半数以上

に掻痒感があり,地 域別で見ると関東に痒いと自覚 して

いる者が多く(図3-14),痒 くなる季節は,冬 が最も多

かった。また,痒 くなる部位は背中が最も多く,他 にす

ね,腕,頭 皮,腰,腹,膝 の内側,首 などが挙がってお

り,ほ とんどが乾燥する部位と共通していた。また,対

象者全体で,掻 き傷のあるものは22.7%に あり,夜 中に

掻 くかどうかでは20%が 掻 くと答えており,痒 みの増す

時は,布 団に入ってからや入浴後が多く挙がっており,

温度との関連 も推測できた。

皮膚の痒 みについて諸要因 との関係 をみると(図

3-15),皮 膚の乾燥の有無との関係では,皮 膚の乾燥があ

る群に痒みのある者が多く,暖房中の乾燥感にっいては,

乾燥が気になる群に痒いものが多く,暖 房器具の温風の

有無との関係では温風の強く出ている群に痒い人の割合

が多かった。また,暖 房中や,睡 眠時に喉の渇きのある

群に痒いものが多い状態がみられ,乾 燥感 と掻痒感との



関係が密接であることが分かった。また,痒 みのある群

に夜中に掻く者や,掻 き傷のある割合も多く,皮 膚の弱

さとの関係では,皮 膚が弱い群に痒いものが多かった。

これら種々の要因と掻痒感の有無 との関係には,κ2検 定

で有意差があった。また,皮 膚の乾燥の有無と風邪の引

きやす さとの関係をみると(図3-16),乾 燥するものに

風邪の引きやすいものが多く有意差が見られた。

6)皮 膚の乾燥や痒みへの対策

乾燥や痒み対策 として衣類や寝具について31%が 何ら

かに気をつけてお り(図3-17),そ の内容は,綿 の素材

の衣類を身につけるのが最も多く,他 に化繊を避ける,

衣類 ・下着をこまめに替える,寝 具の乾燥,清 潔にする

などが主な内容であった。

皮膚の乾燥や痒み対策としてクリーム類を使用する者

は,43.5%に あり(図3-18),痒 みとの関係をみるとクリ

ーム類の使用者に痒みのある者が多くなっていた。

また,こ れ ら以外に空気の乾燥に対 して普段から気を

つけていることについては,ス トーブにやかんを置 くが

最も多く,次 いで,洗 濯物を干す,観 葉植物を置く,加

湿器 を使用するなどの対応がなされていた。

3.4ま とめ

全国6地 域の高齢者を対象とした調査の結果,暖 房方

法や暖房時間には,地域特性が見られたが,その調節は,

全体的に主観的な温熱感覚に基いたものが多いことが分

かった。 しかし,今 回の対象者では皮膚に乾燥感のある

者が60%以 上にあ り,暖 房中の乾燥が気になっている者

は40%近 くで,暖房中に喉の渇きがあると答えた者も40%

以上に見 られ,個 々に乾燥への対処がなされていた。健

康状態においても乾燥感 と皮膚の痒みや風邪の引きやす

さ,持 病など,高 齢者の健康 と温湿度環境 との関連が密

接であることが分か り,高 齢者の冬季における温熱環境

調整への方向性が示唆された。今後は,さ らに個別の高

齢者の地域特性や,健 康状態を踏まえた温湿度環境に関

する調査によって高齢者にとって適切な暖房環境の調整

方法を具体化 して行きたい.



4.住 宅調査

4.1は じめに

地域によって気候条件が異なるため,住 宅の断熱気密

性能や暖房方法に相違があることはアンケー ト調査の結

果からも明らかとなった。暖房は健康維持と快適な環境

のなかでの生活を目的としていることから,住 宅内の温

湿度環境に地域の差があるのか,高 齢者の人体の周囲は

どのような温湿度環境になっているのかなどを検討する

ため,実 態測定を行った。

4.2方 法

アンケー ト調査の対象地域のうち,表4-1に 示した新

潟5人,愛 知6人,関 西2人,計13人 の協力が得られ,

実測調査を実施 した。すべて戸建て住宅居住で,愛 知の

No.4以 外は 日中の居室 と寝室が別であった。

住宅内の測定は日中主に在室している居間と寝室の2

室とし,暖 房器具からの温風や放射の影響を受けにくい

場所において,床 上30cm,70cm,110cmの 温湿度を1

週間測定することとした。また,同 時に外気の温湿度の

測定も行った。

高齢者の身体周囲温湿度の測定 日は,住 宅内の温湿度

測定期間中の高齢者 自身が選んだ2日 間とし,身 体周囲

温湿度の測定は,肩 に温湿度センサーを取り付けた実測

用ベス ト(図4-1参 照)を 着用することで測定を行った。

実測用ベス トは就寝時,入 浴時,外 出時以外着用し,こ

の間,暖 房時間,在 室状況,温 冷感,乾 燥感などを記録

用紙に記入す ることとした。

なお,温 湿度の測定には小型温湿度記録装置を用い,

測定のインターバルは,住 宅内の温湿度は5分,人 体の

周囲温湿度は1分 とした。

4.3結 果及び考察

1)居 室の温湿度環境

使用暖房器具は表4-2に 示したように,居 間では新潟

と愛知は開放型ス トーブの使用が多く,関 西はエアコン

で,こ たっや電気カーペッ トのような身体を直接暖める

器具を併用 している人が多かった。暖房時間は身体周囲

温湿度測定の2日 間の記録から1日 平均を算出した値で

ある。 この時間数を見ると,特 に新潟ではNo.5を 除い

てこたつの使用時間が長く,ス トーブの使用時間も他の

地域 より長い傾向が見 られた。一方,愛 知は住宅によっ

て異なるが,短 時間暖房の傾向があり,No.3の 場合は

外出時間が他 より長かったことが影響 し,暖 房時間が4

時間と特に短時間であった,,

また,愛 知を除いて寝室に暖房器具が設置されていた

が,新 潟のNo.1と 関西のNo.2で は夜間暖房が行われて

いた以外は,就寝前の短時間のみの暖房であった。なお,

寝床内を暖める電気毛布などは数名を除いて使用してお



り,地 域差は見られなかった。

図4-2に,身 体周囲と居間の温湿度の経時変動例を示

した。朝7時 頃,実 測用ベス トを着用 し,23時 頃脱いで

いる様子が分かる。居間に在室 しているとき,身 体周囲

温度は時々30℃ を越えているところがあるが,室 温の方

は20℃ 前後で変動 している。クリーンヒーターの比較的

近 くに座っていて温風の影響を受けていること示 してい

る。また,身 体周囲温度は室温より高く,湿 度は低くな

っている時間帯が多いことが分かる。

測定期間中の居間と寝室の温湿度の日平均を図4-3に

示 した。なお,居 間にっいては起床 している時間帯の平

均値を,ま た,寝 室にっいては就寝から起床までの時間

帯の平均値を求めた。外気にっいても,同 様の時間帯の

日平均値を示した。測定 日数分のデータをプロットした

が,対 象住宅の都合により日数が若干異なり,ま た欠損

値のある住宅 もあった。

居間の温度は,同 一住宅でも日によって異なるが,日

平均温度が20℃ を下回る住宅が多く,特 に,愛 知の暖房

時間が短かったNo.3,No.5は,外 気の日平均より少し

高めの温度にしかなっていなかった。20℃ 以上に保たれ

ていたのは,密 閉型暖房器具使用で,暖 房時間が長い新

潟No.5の 住宅だけであった。垂直温度についてみると,

ほとんどの住宅の垂直温度差が5℃ 前後 と大きく,床 上

30cmの 温度が15℃ 以下と低い住宅が多 く見受けられた。

表4-2に 示したように,暖 房時間が少ない住宅も多く,

それが低めの日平均温度 と垂直温度分布の差にも影響 し

ていると考えられるが,高 齢者の温熱評価基準値文1)の

範囲(冬 期居間:21～25℃)に 入る住宅は少ないと推察

できる。

寝室の温度は,暖 房が行われていない住宅や暖房時間

が短い住 宅が多いた め10℃ 以 下の低温が多 く,居 間 との

温度差 が大 きい住宅が多 く見受 け られた。居 間 と寝室が

同室であったNo.4を 除 いて,居 間 との温度差 が小 さか

った新潟No.1,No.5,関 西No.2は,夜 間暖房 が行 われ

ていたた めで あった。

次に湿度環境 についてであるが,新 潟 の 日中の外気は

70%前 後 とかな り高い ものの,居 間の相対湿度 は暖房 に

よって外気 よ り低 くな り,暖 房時間が長 く,密 閉型の ク

リーン ヒー ター を使用 していた新潟No.5が40%以 下 で

あった以外 は40～60%の 値 であった。 また,愛 知 と関西

では 日中の外気の湿度が低 い 日が多 く,そ れが室内の湿

度 にも影響 していた。愛知のNo.3とNo.4を 除 けば,寝

室 よ り低湿 とな ってお り,新 潟のNo.5,愛 知 のNo.6,

関西 のNo.2が30～40%の 範 囲の 日が多 く,や や低湿環

壕 であった。



一方
,寝 室の相対湿度 は新潟 のNo.3,No.4,No.5

と関 西のNo.1が70～80%と 高 く,他 は50%前 後 であっ

た。 これ は,室 温が低 かったこ とも影響 していると考え

られ る。

以上のよ うに,新 潟,愛 知,関 西 といった地域差 も若

干見受け られたが,各 住 宅の断熱気密性能の違 いや暖房

方法(暖 房器具の種類 と暖房 時間)の 違いが室内の温湿

度に影響 していた。 なお,全 体 としては,特 別養護老人

ホー ムに見 られた よ うな30%以 下 の低 湿環境 の住宅は

なかった文2)。

2)身 体周 囲の温湿度

上述 した よ うに室 内の相 対湿度 が乾燥 しす ぎる状態

にはない ことが分 かったが,次 に高齢 者の人体周辺 の相

対湿度 にっいて検討す る。図4-4～ 図4-6は,身 体周囲

温湿度 を測定 した2日 間の温湿度 と同時間帯の居間の温

湿度(高 さ:床 上70cm,新 潟No.5の み 床上30cm)を

プ ロッ トした ものである。全員に共通 して,身 体周 囲の

温度 は室温 より高く,相 対湿度は室内の値 よ り低 い傾向

が見 られ た。

地域別に見てみる と,新 潟ではNo.2の 室 内が,温 度

15～20℃,相 対湿度は40%前 後 が多かったのに対 し,

身 体周囲の温度 は20～25℃,相 対湿度 は30%前 後 が多

くなっていた。No.5は,図4・ 一・3の日平均値で も床上30cm

に もかかわ らず最 も温度 が高 く,相 対湿度が低 く,図4-2

で も示 したよ うに,身 体周 囲は…層高温低湿環境 になっ

て いた。

愛知では,No.1,No.2の 身 体周 囲相対湿度が低か っ

たが,No.5も 暖 房時に30℃ を超 え,30%以 下 に低下 し

てい る時が あるこ とが分 かる。 また,No.4身 体周 囲温

度が高かったが,室 内の相 対湿度が高かったため身体周

囲の湿度 が30%以 下 にな らなかった もの と考 えられ る。

関西の場合,両 者 とも低 めの湿度環境 となっていたが,

No.1の 場 合は身体周囲温度 がかな り高 くなった影響が



大 きいと考 え られ る。

以上の ような状況 を暖房器 具の種類 との関係で見てみ る

と,温 風 の出 る石油・ガ スファンヒー ター,エ アコンを使

用 している新潟No.2,No.5,愛 知No.1,No.2,関 西

No.1,No.2で 身 体周 囲の温度 が高 く,相 対湿度が低 く

なる傾向が見 られたが,温 風 の出ない暖房器具使用者で

もその よ うな傾 向が見 られ た。暖房器具にかな り近い と

ころにいて,暖 房器具か らの放射熱の影響 を受けたた め,

このよ うな身体周囲の温度 上昇 が相対湿度 の低下を招 い

た と考 え られ る。

なお,温 冷感,空 気 の乾 き感 について,全 般的 に「ち ょ

うどよい」とい う評価 が多 く,身 体周囲の湿度が低湿にな

って も乾燥感をほ とん ど訴 えていなかった。

4.4ま とめ

実測調査の事例数は少なかったが,暖 房方法に地域差

が見られた。これは,地 域の気候条件や住宅の性能等が

大きく影響していると推測 されるが,暖 房についての居

住者の価値観 も影響 していると考えられた。実測の結果,

室内の相対湿度は高齢者居住施設のように乾燥していな

かったが,身 体周囲の相対湿度はやや乾燥 している例も

見受けられた。 しか し,乾 燥感を訴える人はほとんどな

く,身 体周囲の空気が乾燥 しているだけでは乾燥感に影

響 しないのか,ま た,加 齢に伴 う感覚の鈍化が影響 した

ものか,今 後の課題である。

5.皮 膚水分量測定結果

5.1は じめに

先に示したアンケー ト結果によると,約4割 の高齢者

が乾燥が気になるとしていた。のどが渇くと答えた方が

高齢者全体の4割 であるのに対 し,皮 膚が乾燥すると答

えた方は6割 にも達 し,そ のほとんどが冬季乾燥すると

していた。

冬季は一般に湿度が低下するとされてお り,特 に暖房

を使用する寒冷地では著しいことが知 られている。環境

湿度が皮膚水分量に影響を及ぼし,そ の結果皮膚の乾燥

感につながっていることが予想される。

そこで冬季関東地方において,湿 度環境の異なる実験室

を用意し,皮 膚水分量を実測することで湿度環境と皮膚

の乾燥状態との関係を調べた。

5.2方 法

実験では図5-1に 示す各面積14㎡ のA・B2つ の実験

室およびその前室を使用した。 ここで,実 験室Aを 相対

湿度30%,実 験室Bを50%に 調整 した。前室の相対湿度

は成 りゆきではあったが実験中はほぼ30%だ った。温度

については前室も含めて24℃ に設定した。また,図5-2

に示すように室内には,机 および椅子を設置 し,椅 子に

腰掛けた被験者2名 の中央に測定器を置いた。

実験時の計測項目,測 定箇所,測 定時期,測 定機器を

表5-1に 示す。皮膚水分量の測定には,ア イ ・ビイ ・エ

ス社製の高周波皮膚水分測定装置を用いた。この測定器

は,皮 表角層の高周波伝導度(コ ンダクタンス)を 測る

もので,測 定値はマイクロシーメンス(μS)で 表示さ

れる。

乾燥皮膚 と皮膚表面の汗の各々の伝導度を1.7μSお

よび483.6μSと して,2極 間の汗の存在割合と電気伝導

度 との関係をモデル化 し求めた結果を図5-3に 示す。図

より電気伝導度 と皮膚水分量は単純な比例関係ではない



ため,皮 膚水分量の考察の際には,測 定した電気伝導度

を皮膚水分量に変換 した。なお,438.6μSは 目視で明ら

かに汗をかいていることが確認 されたときの1直である。

最適な測定部位を探すため,体 の各部位で予備測定を

行った ところ,耳 朶のすぐ下で測定すると比較的安定な

データが得られた。そこで測定部位を左耳朶直下の首部

とした。

実験のスケジュールを図5-4に 示す。実験ではまず,

被験者が実験着に着替えた後,前室で30分 間安静を保つ。

各被験者につき2日 間測定するが,初 日のみ,こ こで健

康等に関するアンケー トを記入する。その後実験室に入

室し,入 室直後の感覚評価を記入する。一方,皮 膚温セ

ンサーの装着 と血圧 ・脈拍の測定,体 温の測定を入室後

10分 以内に行い,そ の後60分 間,10分 のインターバル

で皮膚水分量を測定する。退室前の]0分 間で,入 室直後

と同様に感覚評価,血 圧等を測定し1室 目の被験者試験

を完了する。1室 目の被験者試験完了後,前 室で180cc

のお茶を飲み,30分 間の休憩を取った後,別 の実験室に

入 り,同 様の計測を行 う。

なお実験では,1日 目は高齢者が30%室 から,ま た2

日目は50%室 から始め,若 年者はその逆 とした。

被験者の着衣はこちらで用意した綿100%の トレーニ

ングウエア上下,Tシ ャツ,靴 下とし,clo値 はおよそ

0.7cloで あった。

なお,実 験で用いた日常生活等に関するアンケー ト

の主な項 目は,① 暖房方法,② 暖房時の乾燥感,③ 入

浴方法,④ 皮膚の乾燥状態などとし,実 験室への入室

直後及び退室直前の感覚評価は,① 温冷感,② 空気の

乾き感 ③唇の乾き感 ④のどの渇き感,⑤ 皮膚の乾

き感の5項 目とし,そ れぞれ5段 階評価 とした。

表5-2に 被験者の年齢,身 長,体 重を示す。被験者は

高齢者 ・若年者とも男女4名 とし,高 齢者の平均年齢は

69歳 だった。

5.3結 果および考察

皮膚の電気伝導度の測定結果から皮膚水分量を計算 した

結果を図5-5お よび図5-6に 示す。図5--5が 高齢者,図

5-6は 若年者の場合である。それぞれ上段が女性,下 段

が男性,左 側が30%室,右 側が50%室 の値である。

全般的に個人差が大きく,特 に男性に顕著だった。傾

向としては,測定開始から40分 後くらいで比較的値が安

定していること,30%室 より50%室 の方が皮膚水分量の

値が高くなる傾向が見られた。

高齢者 と若年者を比較すると若年者の皮膚水分量が

高齢者より高いという明らかな傾向は見られず,個 人差

が大きいなど高齢者と同様な全般的な傾向が見られた。

個人差が大きいことから平均化するのは不適切かも

知れないが,全 体の傾向を比較するため平均値にした結



果を図5-7に 示す。高齢者,若 年者女性とも,50%室 で

は30%室 に比べ皮膚水分量の値が高くかつ増加傾向が

ある一方,30%室 では値が低くかつ減少傾向が認められ

た。

男性では高齢者 ・若年者とも室内湿度の皮膚水分量に

及ぼす影響ははっきりとは認められなかった。

皮膚水分量が入室後40分 程度で比較的安定したので,

低湿および高湿の2つ の実験室での違いを比較するため

に,入室直後から入室後40分 までの皮膚水分量の変化を

求めた。皮膚水分量に対する湿度の影響が大きかった女

性についてもとめた結果を図5-8に 示す。

高齢者 ・若年者とも,30%室 では皮膚水分量が低下し,

50%室 では増加 した。ここで高齢者女性では皮膚水分量

の低下の際のばらつきは少ないが増加はばらつくこと,

一方若年者はその逆の傾向が見られた。

両実験室での感覚評価の違いを図5-9に 示す。

空気の乾き感にっいては,30%室 で若年者は 「やや乾

燥」が多いのに対し,高 齢者は 「ちょうどよい」が多く

なっていた。一方,50%室 では 「ちょうどよい」と 「や

や湿っぽい」がどちらも多く,あまり差は見らなかった。

皮膚の乾き感については,高 齢者で 「乾く」と評価 し

た人が若年者より少し多くなっていた。50%室 では若年

者の方が 「乾かない」「僅かに乾く」が多くなっていた。

のどの渇き感では,30%室 でも若年者は 「渇かない」 と

した人がいたのに対し,高 齢者は 「渇く」とした人も多

くなっていた。50%室 では若年者は 「渇かない」が最も

多かったのに対 し,高 齢者は 「少 し渇く」が多かった。

唇の乾き感は,ど ちらも同 じような評価をしていた。

なお,測 定中の様子から興味深い現象を見ることがで

きた。ある高齢者は30%室 で咳をときどきしていたが,
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50%室 に入 った とたん,咳 が止ま り,そ の後…度 も咳が

出なかった。

なお,皮 膚温,血 圧,体 温,脈 拍 については,湿 度環

境 の違 いに よる影 響が明確には表れ なかった。
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5.4ま とめ

皮膚水分量については,①高湿度の50%室 での値が高

い傾向がみ られた。②個人差が大きく,特 に男性にその

傾向が顕著だった

感覚評価については,① 乾燥感を訴える割合は,50%

室で減少 していた。②湿度の違いを若年者の方が敏感に

感 じとっていた。

しかし,今 後の課題 として,皮 膚水分量についての分

析方法の検討が必要である。今回は単純に平均を出 した

が,他 の方法を検討 したいと考えている。また,被 験者

が合計16名 で,2日 間の測定だったので,デ ータ数は合

計32人 分だが,比 較検討するためには,今 後データ数を

増や していく必要がある。

6.あ とがき

今回実施 した高齢者の暖房アンケー ト調査,身 体周囲

湿度実態調査,並 びに,温 湿度環境と皮膚水分量の測定

などの調査結果から,高 齢者の冬季暖房における温熱環

境や健康の実態をかな り明らかにすることができたと考

える。今回の調査で得られた基礎データを基に,今 後は

高齢者地域属性,健 康状態,暖 房方法などを踏まえ,よ

り適切な暖房環境の調整方法,温 熱環境の感受特性,よ

り正確な皮膚水分量の評価方法などについて検討を進め

て行きたいと考える。

今回の調査においては多くの方にご協力を頂きましたこ

とをここに改めて深く謝意を表 します。


